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先住民寄宿学校制度に関する真実と和解
―Ｄ・Ｈ・テイラーの『神とインディアン』

室 淳子

Truth and Reconciliation for Survivors of Indian Residential 
Schools in D. H. Taylor’s God and the Indian

Junko MURO

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
八
年
に
設
立
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
真
実
和
解
委
員
会
（the T

ruth and 

R
econciliation C

om
m

ission of C
anada

）
は
、
カ
ナ
ダ
先
住
民
に
対
す
る
寄

宿
学
校
制
度
の
実
態
を
知
る
た
め
に
、
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
六
千
五
百
人

以
上
の
生
存
者
に
対
す
る
聞
き
込
み
調
査
を
行
っ
た
。
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
先

住
民
寄
宿
学
校
は
、
早
く
に
は
十
七
世
紀
の
初
め
に
そ
の
原
型
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
主
に
は
一
八
七
六
年
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
法
（the Indian A

ct

）

の
可
決
に
よ
り
同
化
政
策
の
一
環
と
し
て
強
化
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
代
に
は

数
字
の
上
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
最
後
の
寄
宿
学
校
の
閉
鎖
は
、
一
九
九
六

年
で
あ
る
。
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
ア
ン
グ
リ
カ

ン
教
会
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
教
会
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
、
プ
レ
ス
ビ
タ
リ
ア
ン

教
会
な
ど
に
よ
る
運
営
が
行
わ
れ
た
寄
宿
学
校
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を

も
と
に
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
を
用
い
て
西
洋
式
の
教
育
を
施
し
、
先
住
民

の
子
ど
も
た
ち
が
西
洋
的
な
生
活
様
式
に
順
応
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
を
親
も
と
か
ら
引
き
離
し
、

先
住
民
の
言
語
や
文
化
を
禁
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
精

神
的
な
打
撃
を
与
え
、
先
住
民
社
会
に
現
在
に
も
引
き
継
が
れ
る
よ
う
な
悪

影
響
を
与
え
た
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
先
住
民
の
子
ど
も
た
ち
が
寄
宿

学
校
で
受
け
た
身
体
的
・
精
神
的
・
性
的
虐
待
の
真
実
も
次
第
に
明
ら
か
に

さ
れ
、
国
際
的
な
動
き
に
連
動
す
る
形
で
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
よ
り
二
〇

〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
教
会
や
政
府
に
よ
る
公
式
な
謝
罪
や
補
償
が
進
め
ら

れ
た
。
二
〇
〇
八
年
六
月
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ハ
ー
パ
ー
（Steven H

arper, 

1959–

）
元
首
相
は
、
一
八
七
四
年
以
降
の
同
化
政
策
に
よ
り
先
住
民
十
五
万

人
を
寄
宿
学
校
に
入
学
さ
せ
、
先
住
民
の
子
ど
も
た
ち
を
深
く
傷
つ
け
て
き

（
１
）
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た
こ
と
を
公
式
に
謝
罪
し
た
。
そ
の
謝
罪
を
経
て
、
カ
ナ
ダ
真
実
和
解
委
員

会
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
寄
宿
学
校
問
題
解
決
協
定（Indian R

esidential Schools 

Settlem
ent A

greem
ent

）の
一
環
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
真
実
和
解
委

員
会
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
に
最
終
報
告
書
概
要
を
出
し
、
十
二
月
に
六
巻

に
及
ぶ
最
終
報
告
書
を
出
す
こ
と
で
調
査
を
終
え
、
膨
大
な
調
査
資
料
を
二

〇
一
五
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
た
マ
ニ
ト
バ
大
学
の
真
実
と
和
解
の
た
め
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー（the N

ational C
entre for T

ruth and R
econciliation

）

に
委
託
し
た
が
、
そ
の
最
終
報
告
書
に
は
、
病
気
や
栄
養
失
調
な
ど
に
よ
る

少
な
く
と
も
三
千
二
百
人
の
死
と
、
三
七
、九
五
一
人
の
身
体
的
・
性
的
虐
待

の
証
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（“T

ruth”

）。

　

寄
宿
学
校
に
関
わ
る
問
題
は
、
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
文
学
に
お
い
て
も
、
重

要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
寄
宿
学
校
を
中
心
に
描
い
た
作
品
と
し
て
は
、

バ
ジ
ル
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
（B

asil Johnston, 1929–2015

）
の
『
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
学
校
時
代
』（Indian School D
ays , 1988
）、
シ
ャ
ー
リ
ー
・
ス
タ
ー

リ
ン
グ
（Shirley Sterling, 1948–

）
の
『
わ
た
し
の
名
は
シ
ー
ピ
ー
ツ
ァ
』

（M
y N

am
e is Seepeetza , 1992

）、
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ー
サ
ー
・
ア
レ
ク
シ
ー

（R
obert A

rthur A
lexie, 1957–2014

）
の
『
ヤ
マ
ア
ラ
シ
と
陶
磁
器
の
人

形
』（Porcupines and C

hina D
olls , 2002

）、
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン

=

フ
ェ
ン
ト
ン
（C

hristy Jordan-Fenton

）
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ポ
キ
ア
ク

＝
フ
ェ
ン
ト
ン
（M

argaret Pokiak-Fenton, 1936–

）
に
よ
る
『
太
っ
ち
ょ

の
脚
』（F

atty L
egs , 2010

）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、

ル
ビ
ー
・
ス
リ
ッ
パ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
（R

uby Slipperjack, 1952–

）
の
『
太
陽

を
崇
め
よ
』（H

onour the Sun , 1987

）
を
例
に
、
先
住
民
文
学
研
究
家
の

ラ
リ
ー
・
グ
ロ
ウ
ア
ー
（L

ally G
rauer

）
と
ア
ー
マ
ン
ド
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
・

ル
ー
フ
ォ
ー
（A

rm
and G

arnet R
uffo, 1955–

）
が
論
じ
る
よ
う
に
、
事
情
を

（
２
）

よ
く
知
る
先
住
民
読
者
を
想
定
し
た
た
め
、
も
し
く
は
、
沈
黙
に
物
を
言
わ

せ
て
物
事
を
語
ら
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
先
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
反
映
し
、
寄
宿
学
校
な
ど
に
お
け
る
体
験
に
あ
え
て
触

れ
な
い
ま
ま
の
作
品
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
だ
ろ
う
（505

）。

　

本
稿
が
取
り
上
げ
る
ド
リ
ュ
ー
・
ハ
イ
デ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
（D

rew
 H

ayden 

Taylor, 1962–

）
の
脚
本
に
よ
る
演
劇
『
神
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』（G

od and 

the Indian , 2013

）
は
、
カ
ナ
ダ
真
実
和
解
委
員
会
が
寄
宿
学
校
制
度
の
実

態
を
調
査
し
て
い
た
時
期
に
制
作
・
上
演
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
テ
イ
ラ
ー

は
ユ
ー
モ
ア
の
多
い
作
風
で
知
ら
れ
る
が
、
先
住
民
演
劇
の
舞
台
監
督
か

ら
、「
楽
し
く
て
愉
快
な
作
品
」（“som

ething fun and enjoyable”

）
よ
り
も

む
し
ろ
、「
絶
望
的
で
気
の
滅
入
る
よ
う
な
作
品
」（“som

ething bleak and 

depressing”

）
を
書
い
て
欲
し
い
―
こ
れ
は
誇
張
で
、
真
意
は
テ
イ
ラ
ー
の

「
シ
リ
ア
ス
な
側
面
を
見
た
い
」（“I w

ant to see you be serious”

）
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
テ
イ
ラ
ー
は
つ
け
加
え
て
い
る
―
と
請

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
テ
イ
ラ
ー
は
こ
の
作
品
を
手
掛
け
て
い
る
。
一
九
六
二

年
生
ま
れ
の
テ
イ
ラ
ー
自
身
に
は
寄
宿
学
校
の
経
験
は
な
い
が
、
先
住
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
と
っ
て
最
も
気
の
滅
入
る
よ
う
な
痛
ま
し
い
出
来
事
と
し

て
、
ま
た
、
寄
宿
学
校
の
弊
害
を
受
け
た
人
た
ち
の
こ
と
を
知
る
先
住
民
の

ひ
と
り
と
し
て
、『
神
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
を
書
い
た
と
、
テ
イ
ラ
ー
は
述

べ
て
い
る
（G

I  vii–viii

）。
こ
の
作
品
は
、
設
定
を
現
代
に
置
き
、
寄
宿
学

校
の
加
害
者
と
被
害
者
を
対
面
さ
せ
る
と
い
う
斬
新
な
試
み
で
あ
り
、
真
実

と
和
解
を
め
ぐ
る
問
題
を
扱
っ
た
作
品
と
し
て
は
、
ま
だ
他
に
あ
ま
り
例
を

見
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
構
成
上
の
問
題
や
焦
点
の
不
明
瞭
さ
は
指
摘
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
こ
の
作
品
が
扱
う
テ
ー
マ
の
重
要
性
を
評
価
す
る
声
は
多

い
。
本
稿
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
演
劇
の
歴
史
と
テ
イ
ラ
ー
の
演
劇
に
つ
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い
て
概
観
し
た
後
、『
神
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
を
取
り
上
げ
、
寄
宿
学
校
制
度

を
め
ぐ
る
真
実
探
求
の
意
義
や
困
難
さ
、
和
解
の
可
能
性
を
考
察
し
て
い
き

た
い
。

Ⅱ　

カ
ナ
ダ
先
住
民
演
劇
と
ド
リ
ュ
ー
・
ハ
イ
デ
ン
・
テ
イ
ラ
ー

　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
先
住
民
文
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
は
、
演
劇

の
分
野
に
お
い
て
で
あ
る
だ
ろ
う
。
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
演
劇
は
、
一
九
八
〇

年
代
半
ば
に
先
住
民
演
劇
が
国
際
的
な
評
価
を
得
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
注

目
を
集
め
、
一
九
九
五
年
に
か
け
て
全
盛
期
を
迎
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る

（D
äw

es 19

）。
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
演
劇
が
早
い
段
階
で
始
ま
り
、
優
れ
た

脚
本
を
生
み
出
し
な
が
ら
も
、
資
金
不
足
や
技
術
不
足
に
よ
る
存
続
の
危
機

に
陥
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
（G

eiogam
ah; Johnson; L

utz 93

）、
カ
ナ
ダ
で

は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
連
邦
政
府
や
州
政
府
の
支
援
を
得
て
演
劇
活

動
全
般
が
活
性
化
し
た
。

　

北
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
演
劇
史
を
紐
解
け
ば
、
早
く
に
は
二
十
世
紀
初
頭

に
、
現
代
演
劇
の
走
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（S

tanlake 

5

）。
だ
が
、
現
代
演
劇
の
前
身
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
先
住
民
の
口
承
の
伝
統

は
（L

utz 95

）、
先
住
民
の
ダ
ン
ス
や
儀
礼
を
取
り
締
ま
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

法
の
修
正
条
項
規
定
に
よ
り
、
一
八
八
五
年
か
ら
一
九
五
一
年
に
至
る
ま
で

禁
じ
ら
れ
（Preston 136

）、
同
化
政
策
の
下
で
先
住
民
た
ち
が
公
的
な
場
に

お
い
て
演
じ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
現
代
演
劇
と
し
て
活
動

が
始
め
ら
れ
る
の
は
、
自
伝
や
小
説
と
同
様
に
主
に
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一

九
七
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
オ
ン
タ
リ
オ
で
は
、
一
九
四
八
年
と
い
う

早
い
段
階
か
ら
演
劇
祭
シ
ッ
ク
ス
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
・
シ

（
３
）

ア
タ
ー
・
ペ
イ
ジ
ェ
ン
ト
（Six N

ations Forest T
heatre Pageant

）
が
毎
夏

行
わ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
い
く
つ
か
の
劇
団
結
成
に
続
き
、
後
に
大
き

く
成
長
を
遂
げ
る
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ー
ス
・
パ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ

（N
ative E

arth Perform
ing A

rts

）は
一
九
八
二
年
に
ト
ロ
ン
ト
で
結
成
さ
れ
、

一
九
八
四
年
に
は
オ
ン
タ
リ
オ
州
マ
ニ
ト
ゥ
ー
リ
ン
島
に
デ
・
バ
・
ジ
ェ
・

ム
・
ジ
グ
劇
団
（D

e-B
a-Jeh-M

u-Jig T
heatre G

roup

）
が
誕
生
し
た
。
ま

た
、
先
住
民
に
よ
る
演
劇
活
動
の
開
始
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
一
九
六
七

年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
リ
ガ
（G

eorge R
yga, 1932–87

）
が

『
リ
タ
・
ジ
ョ
ー
の
よ
ろ
こ
び
』（T

he E
cstasy of R

ita Joe

）
を
発
表
し
、
同

時
代
の
都
市
の
先
住
民
を
描
い
た
こ
と
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

先
住
民
演
劇
研
究
家
の
ヘ
レ
ン
・
ギ
ル
バ
ー
ト
（H

elen G
ilbert

）
は
、
カ

ナ
ダ
の
先
住
民
演
劇
が
注
目
さ
れ
た
き
っ
か
け
と
し
て
、
一
九
八
六
年
の
ふ

た
つ
の
で
き
ご
と
に
注
目
し
て
い
る
（520

）。
ひ
と
つ
は
、
先
住
民
女
優
モ

ニ
ー
ク
・
モ
ジ
カ
（M

onique M
ojica

）
が
出
演
し
た
『
ジ
ェ
シ
カ
』（Jessica

）

が
優
れ
た
新
し
い
演
劇
に
対
す
る
ド
ラ
・
メ
イ
ヴ
ァ
ー
・
ム
ー
ア
賞
を
受
賞

し
、
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
賞
の
最
終
候
補
に
挙
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
劇
作
家
ト
ム
ソ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（Tom

son H
ighw

ay, 1951–

）
の

『
居
留
地
姉
妹
』（T

he R
ez Sisters

）
が
批
評
家
た
ち
の
評
判
を
呼
び
、
同
じ

く
ド
ラ
・
メ
イ
ヴ
ァ
ー
・
ム
ー
ア
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
あ
る
。『
居
留
地

姉
妹
』
は
そ
の
後
、
全
国
ツ
ア
ー
を
行
い
、
一
九
八
八
年
に
は
エ
デ
ィ
ン
バ

ラ
国
際
演
劇
祭
に
お
い
て
カ
ナ
ダ
演
劇
の
代
表
作
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
上
演

さ
れ
、
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た
。
さ
ら
に
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
次
作
『
ド
ラ

イ
リ
ッ
プ
ス
な
ん
て
カ
プ
ス
ケ
イ
シ
ン
グ
に
追
っ
払
っ
ち
ま
え
』（D

ry L
ips 

O
ughta M

ove to K
apuskasing , 1989

）
は
、
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
賞
を
獲
得
し

た
。
こ
れ
ら
の
成
功
に
よ
り
、
政
府
か
ら
の
支
援
も
受
け
て
、
各
地
の
演
劇
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
活
動
の
機
会
を
増
や
し
、多
く
の
劇
作
家
が
誕
生
し
た
。

　

本
稿
に
取
り
上
げ
る
テ
イ
ラ
ー
は
、
カ
ナ
ダ
先
住
民
演
劇
の
第
二
世
代
の

ひ
と
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
多
作
な
作
家
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
に

『
ト
ロ
ン
ト
の
ド
リ
ー
マ
ー
ズ
・
ロ
ッ
ク
で
』（Toronto at D

ream
er’s R

ock

）

を
発
表
し
て
以
来
、
二
十
四
の
演
劇
と
五
冊
の
小
説
、
六
冊
の
エ
ッ
セ
イ
、

四
冊
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
、
ま
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
制
作
な
ど
に
も
関
わ
っ
て

い
る
。
い
く
つ
も
の
演
劇
作
品
に
対
し
て
、
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
賞
や
ド
ラ
・
メ

イ
ヴ
ァ
ー
・
ム
ー
ア
賞
な
ど
の
賞
が
与
え
ら
れ
、
カ
ナ
ダ
総
督
賞
の
候
補
と

な
っ
た
作
品
も
あ
る
。
コ
メ
デ
ィ
ー
を
主
体
と
し
た
テ
イ
ラ
ー
の
作
品
は
広

く
人
気
を
博
し
、
先
住
民
演
劇
を
北
米
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
め
て
い

く
の
に
、
一
役
買
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

テ
イ
ラ
ー
は
、
先
の
劇
作
家
た
ち
に
よ
る
影
響
や
機
会
提
供
の
恩
恵
を
受

け
な
が
ら
も
、
第
二
世
代
と
し
て
い
く
ら
か
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
を
見
せ
る
。

彼
の
作
品
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
は
、
ユ
ー
モ
ア
、
真
正
性
の
転
覆
、

日
常
性
の
提
示
、
カ
ナ
ダ
性
の
提
示
、
歴
史
性
・
政
治
性
の
五
つ
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
テ
イ
ラ
ー
の
演
劇
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
い

ず
れ
も
欠
か
せ
な
い
が
、『
神
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、

ユ
ー
モ
ア
と
歴
史
性
・
政
治
性
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
コ
メ
デ
ィ
ー
を
主
体
と
し
た
テ
イ
ラ
ー
の
作
品
は
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
性
や
政
治
性
と
決
し
て
無
縁
の
も
の
で
は
な
い
。
彼
の

作
品
や
エ
ッ
セ
イ
に
は
、「
掬
い
あ
げ
」（“scoop up”

）
と
呼
ば
れ
る
白
人
家

庭
に
お
け
る
先
住
民
の
養
子
縁
組
制
度
や
、
一
九
九
〇
年
に
ケ
ベ
ッ
ク
州
の

オ
カ
で
起
き
た
先
住
民
の
武
装
蜂
起
事
件
な
ど
、
先
住
民
を
め
ぐ
る
過
去
と

現
在
の
問
題
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
テ
イ
ラ
ー
の
三
部
作
『
い
つ

か
』（Som

eday , 1991

）、『
嘘
を
つ
か
な
い
の
は
酔
っ
払
い
と
子
ど
も
だ
け
』

（O
nly D

runks and C
hildren Tell the Truth , 1996

）、『
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
』（400 K

ilom
eters , 1996

）
に
お
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
ギ
リ
ス
系
の
家

庭
で
養
子
と
し
て
育
っ
た
女
性
が
先
住
民
居
留
地
の
産
み
の
母
を
訪
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
一
連
の
物
語
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
め
ぐ
る
葛
藤
や
北
米
カ
ナ
ダ
の
主
流
社
会
と
先
住
民
居
留
地
と
の
生
活
環

境
の
差
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

　

テ
イ
ラ
ー
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
多
用
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
彼
は
、
カ
ナ
ダ

の
メ
デ
ィ
ア
報
道
や
ド
ラ
マ
の
先
住
民
表
象
が「
絶
望
的
で
、
悲
劇
的
な
、
悲

し
い
」（“the desperate, the tragic and the sad” [Taylor, F

urious 113]

）
も

の
ば
か
り
で
あ
り
、
先
住
民
の
日
常
に
あ
る
も
う
ひ
と
つ
の
側
面 

―「
ユ
ー

モ
ア
や
良
い
時
」（“the hum

our and good tim
es” [Taylor, F

unny  81]

）―

が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
、
先
住
民
文
学
研
究

家
の
ロ
バ
ー
ト
・
ナ
ン
（R

obert N
unn

）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
先
住
民

文
学
の
初
期
の
作
家
た
ち
の
描
く
物
語
に
も
「
暗
く
、
怒
り
に
満
ち
、
陰
鬱

で
、
も
の
寂
し
い
」（“dark, angry, depressing, bleak” [210]

）
も
の
が
多

く
、
そ
れ
は
、「
癒
し
が
行
わ
れ
る
前
に
、
毒
を
晒
し
出
す
」（“B

efore the 

healing can take place, the poison m
ust be exposed”

）
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
で
あ
っ
た
と
語
る
（211

）。
一
方
、
テ
イ
ラ
ー
自
身
は
、『
バ
ズ
ジ
ェ

ム
・
ブ
ル
ー
ス
』（T

he B
uz’gem

 B
lues , 2001

）
の
前
書
き
に
お
い
て
、
ア

ル
バ
ー
タ
州
ブ
ラ
ッ
ド
居
留
地
の
年
長
者
が
述
べ
た
「
ユ
ー
モ
ア
は
癒
し
の

W
D

-40

で
あ
る
」（“H

um
our is the W

D
-40 of healing”

）
と
い
う
言
葉
を
引

用
し
（8

）、
自
ら
の
ユ
ー
モ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
の
立
場
を
表
明
す
る
（7–8

）。

テ
イ
ラ
ー
は
、
先
住
民
文
学
が
物
語
を
語
る
の
に
ユ
ー
モ
ア
を
用
い
る
の

は
、
暗
い
部
分
を
笑
い
に
変
え
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
生
き
残
り
の
た
め

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
を
「
生
き
残
り
の
た
め
の
ユ
ー
モ
ア
」

（
４
）

（
５
）
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（“survival hum
or”

）
と
呼
ん
で
い
る
（N

unn 212, 210

）。
そ
し
て
、W

D
-40

（
潤
滑
油
）
と
し
て
の
ユ
ー
モ
ア
の
働
き
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

I find that you can often achieve both objectives w
ith hum

our. H
um

our 

can be very biting, hum
our can pound on the door, hum

our is very 

confrontational. T
he thing about hum

our too is, ninety percent of all 

hum
our is at som

ebody’s expense. B
ut the great thing about hum

our is 

it sugar-coats it. It sugar-coats issues, criticism
s, it m

akes uncom
fortable 

topics com
fortable. (N

unn 206–07)

　

テ
イ
ラ
ー
は
、
ユ
ー
モ
ア
に
は
普
遍
性
が
あ
り
、『
シ
ン
プ
ソ
ン
ズ
』（T

he 

Sim
psons , 1989–

）
や
『
フ
レ
ン
ズ
』（F

riends , 1994–2004

）、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
や
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
が
彼
に
と
っ
て
面
白
い
の
と
同
様
に
、
劇
場
の
大

半
を
占
め
る
観
客
た
ち
は
先
住
民
で
は
な
い
が
、
笑
い
は
通
じ
う
る
と
述
べ

て
い
る
（N

unn 208

）。
ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
は
、
社
会
階
層
の
下
か
ら
上
に
上

手
く
機
能
す
る
こ
と
（N

unn 207

）、
現
在
で
は
白
人
作
家
た
ち
が
先
住
民
を

か
ら
か
う
こ
と
は
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
も
の
の
、
周
縁
化
さ
れ
た
人
々
が

行
う
こ
と
は
逆
に
可
能
で
あ
る
こ
と
も
テ
イ
ラ
ー
は
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
白
人
文
化
に
向
か
っ
て
鏡
を
掲
げ
、
ほ
ら
こ
ん
な
感
じ
と
言
う
」（“I’m

 

going to hold that m
irror up to w

hite culture, and say, see, this is w
hat it 

feels like” [N
unn 207]

）
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

テ
イ
ラ
ー
の
作
品
に
お
い
て
は
、
演
劇
と
い
う
限
ら
れ
た
時
空
間
に
お
い

て
、
登
場
人
物
の
社
会
的
役
割
が
し
ば
し
ば
単
純
化
さ
れ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

登
場
人
物
は
し
ば
し
ば
自
ら
の
社
会
的
な
立
場
か
ら
は
っ
き
り
と
心
情
を
吐

露
し
て
い
く
。
繊
細
で
扱
い
づ
ら
い
テ
ー
マ
も
、
ユ
ー
モ
ア
のW

D
-40

を
働

か
せ
る
こ
と
で
、
う
ま
く
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。

Ⅲ　

�『
神
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』の
描
く
先
住
民
寄
宿
学
校
制
度
の
真
実
と
和
解

　
『
神
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
は
、
歴
史
性
や
政
治
性
を
問
う
テ
イ
ラ
ー
の
姿
勢

を
表
に
出
し
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
得
意
の
ユ
ー
モ
ア
は
抑
え

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ユ
ー
モ
ア
を
利
か
せ
た
場
面
が
あ

る
こ
と
が
批
評
家
た
ち
の
声
に
上
が
っ
て
い
る
。

　
『
神
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
は
、
男
性
と
女
性
の
ふ
た
り
芝
居
で
あ
り
、
設

定
は
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
置
か
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
の
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
テ
ィ
ム
・
ホ
ー
ト
ン
ズ
で
、
五
十
代
の
先
住
民
女
性
ジ
ョ
ニ
ー
・
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
（Johnny Indian

）
が
、
寄
宿
学
校
時
代
の
教
師
ジ
ョ
ー
ジ
・
ラ
イ

ナ
ス
・
キ
ン
グ
（G

eorge L
inus K

ing

）
を
偶
然
見
か
け
る
こ
と
か
ら
物
語
は

始
ま
る
。
ジ
ョ
ニ
ー
は
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
教
会
の
副
主
教
と
な
っ
た
ジ
ョ
ー

ジ
を
追
っ
て
教
会
に
忍
び
込
み
、
か
つ
て
の
教
師
と
再
会
す
る
。
ジ
ョ
ー
ジ

は
ジ
ョ
ニ
ー
を
覚
え
て
い
な
い
と
警
戒
す
る
が
、
ジ
ョ
ニ
ー
は
寄
宿
学
校
時

代
の
話
を
語
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
記
憶
を
取
り
戻
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
四
十
年
前
の
寄
宿
学
校
時
代
に
関
す
る
記
憶
に
両
者

の
温
度
差
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
に
と
っ
て
の
そ
れ
は
、
若
い
時

代
に
経
験
し
た
二
年
の
で
き
ご
と
に
す
ぎ
ず
、
現
在
の
彼
の
生
活
と
は
切
り

離
さ
れ
た
「
非
常
に
昔
の
こ
と
」（“St. D

avid’s w
as a very long tim

e ago” 

[19]

）
で
あ
る
。
一
方
、
ジ
ョ
ニ
ー
に
と
っ
て
は
、「
昨
日
の
こ
と
」（“It w

as 

yesterday” [19]

）
で
あ
り
、
六
歳
で
就
学
し
て
以
来
、「
十
年
に
わ
た
る
辛

苦
」（“10 years of hard labour” [46]

）
と
、
そ
の
後
「
四
十
年
に
わ
た
る

執
行
猶
予
」（“40 years of probation” [46]

）
を
伴
っ
た
、
現
在
に
も
直
結

す
る
鮮
明
な
記
憶
で
あ
る
の
だ
。 

　
『
神
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
に
お
い
て
、
名
前
を
め
ぐ
る
問
題
は
重
要
だ
。
名
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前
の
改
変
は
、
先
住
民
に
限
ら
ず
、
北
ア
メ
リ
カ
に
来
た
多
く
の
移
民
が
経

験
し
た
歴
史
的
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る
が
、
寄
宿
学
校
に
お
け
る
先
住
民
性
の

剥
奪
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
散
髪
や
西
洋
式
の
服
装
を
身
に
纏
う
こ
と
と
同
様
、

名
前
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
発
音
の
し
や
す
い
名
前
に
付
け
替
え
る
と
い
う
行

為
は
、
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
男
性
名
を

名
乗
る
先
住
民
女
性
ジ
ョ
ニ
ー
の
役
柄
は
、
も
と
も
と
は
舞
台
制
作
上
の
都

合
で
生
ま
れ
た
ら
し
い
。
ジ
ョ
ニ
ー
を
演
じ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
男
性
俳
優

が
見
つ
か
ら
ず
、
映
画
『
ダ
ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ウ
ル
ブ
ズ
』（D

ances W
ith 

W
olves , 1990

）
や
『
ス
モ
ー
ク
・
シ
グ
ナ
ル
ズ
』（Sm

oke Signals , 1998

）

で
知
ら
れ
る
先
住
民
女
優
タ
ン
ト
ゥ
ー
・
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
（Tantoo C

ardinal, 

1950–

）
が
テ
イ
ラ
ー
の
企
画
に
関
心
を
示
し
、
ジ
ョ
ニ
ー
を
演
じ
る
こ
と
を

申
し
出
た
と
い
う
経
緯
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
そ
う
だ
（G

I  ix–x

）。
し
か
し
、

ジ
ョ
ニ
ー
が
女
性
に
設
定
し
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
女
の
名
前
の
持
ち

う
る
意
味
は
よ
り
複
雑
化
す
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
に
入
っ
て
き
た
見
知
ら
ぬ
ホ
ー
ム
レ
ス
の
女
性
に
警
戒
を
す
る

ジ
ョ
ー
ジ
は
、
警
察
を
呼
ぼ
う
と
し
て
ジ
ョ
ニ
ー
の
名
を
聞
き
出
そ
う
と
す

る
。
ジ
ョ
ニ
ー
は
自
分
に
も
分
か
ら
な
い
と
言
い
は
ぐ
ら
か
す
が（6–7

）、
以

下
の
引
用
に
お
け
る
よ
う
に
、
再
三
の
問
い
か
け
に
対
し
、
よ
う
や
く
ジ
ョ

ニ
ー
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
答
え
る
。
そ
れ
が
男
性
の
名
前
だ
と
怪
し
む
ジ
ョ
ー

ジ
に
、
ジ
ョ
ニ
ー
は
そ
れ
が
同
時
に
白
人
の
名
前
で
も
あ
る
と
答
え
る
。

G
eorge: T

hen tell m
e w

hat your nam
e is. (pause ) W

ell? 

Johnny: Y
ou can call m

e . . . 

G
eorge: Y

es?

Johnny: Johnny. Johnny Indian.

G
eorge: W

hat is this, a joke? W
hat kind of nam

e is that? 

Johnny: It’s as good as any. B
etter than som

e. Johnny Indian. M
e Johnny 

Indian. L
ike it? 

G
eorge: Johnny is a m

an’s nam
e. 

Johnny: It’s also a w
hite m

an’s nam
e. A

nd as you can tell, I ain’t neither. 

T
hat m

uch I’m
 sure of. T

hat’s all just part of the m
ystery of life I 

guess. B
um

m
er, eh? 

G
eorge: Fine. Johnny Indian. It’s been a pleasure. N

ow
 please leave. 

Johnny: Y
ou know

, a long tim
e ago, m

y people had long, beautiful Indian 

nam
es that just rolled off the tongue. T

hey sounded like the 

land w
e cam

e from
. C

olourful nam
es. P

retty nam
es. T

hen you 

guys show
ed up and changed everything. Y

ou decided to give 

us nam
es you thought w

ere better. A
nd easier. Sm

ith. W
illiam

s. 

M
acG

regor. Scottish nam
es, French nam

es, E
nglish nam

es, and a 

w
hole bunch of others. N

am
es that w

eren’t us. N
am

es that w
ere 

you. (11–12)

　

こ
の
や
り
と
り
で
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、
ジ
ョ
ニ
ー
に
名
前
を
告
げ
さ
せ

る
こ
と
で
彼
女
が
何
者
で
あ
る
の
か
特
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
に
対

し
、
ジ
ョ
ニ
ー
は
名
前
を
は
ぐ
ら
か
し
、
い
い
加
減
な
仮
の
名
を
答
え
る
こ

と
―
寄
宿
学
校
で
与
え
ら
れ
た
名
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
名
前
が
自

己
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
部
族
や
性
別
の
差
異
も
伴
わ
な
い
、
あ
く
ま
で

も
意
味
の
な
い
仮
の
自
己
（
ジ
ョ
ニ
ー
は
自
ら
を
「
亡
霊
」（“ghost” [18–]

）

だ
と
言
い
続
け
る
）
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
だ
。
ジ
ョ

ニ
ー
は
こ
の
や
り
と
り
の
後
に
続
け
て
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
さ
ん
」（“M

s. 

Indian”
）
と
で
も
「
ジ
ェ
イ
・
ア
イ
」（“J.I.”

）
と
で
も
呼
ん
で
も
ら
っ
て
構

わ
な
い
と
述
べ
る
が
（12

）、
そ
の
匿
名
性
は
、
個
と
し
て
の
人
格
を
奪
わ
れ

た
存
在
を
表
し
、
ジ
ョ
ニ
ー
ひ
と
り
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
先
住
民
に
与
え
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ら
れ
た
状
況
を
示
す
よ
う
だ
。

　

ジ
ョ
ニ
ー
と
い
う
名
の
持
つ
意
味
は
、
ふ
た
り
の
や
り
と
り
が
展
開
す
る

に
つ
れ
て
、
さ
ら
に
重
層
化
し
て
い
く
。
先
住
民
名
の
剥
奪
が
、
ジ
ョ
ニ
ー

の
自
己
と
と
も
に
、
彼
女
の
家
族
や
言
語
文
化
の
剥
奪
を
も
意
味
す
る
の
に

重
ね
、
ジ
ョ
ニ
ー
の
語
り
が
ほ
の
め
か
す
寄
宿
学
校
に
お
け
る
性
の
搾
取
と
、

そ
の
後
の
人
生
に
お
け
る
一
連
の
で
き
ご
と
―
胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル
性
症

候
群
に
か
か
っ
た
娘
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
（A

ngela

）
を
養
育
困
難
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
て
白
人
家
庭
に
奪
い
取
ら
れ
、
子
宮
を
切
除
し
た
こ
と（52–53

）―

が
彼
女
の
女
性
性
を
も
剥
奪
し
、
も
は
や
女
性
の
名
を
語
る
こ
と
も
選
ば
な

い
ジ
ョ
ニ
ー
の
現
在
を
示
す
の
だ
。

　

ア
ン
グ
リ
カ
ン
教
会
の
副
主
教
を
務
め
る
ジ
ョ
ー
ジ
と
路
上
の
そ
の
日
暮

ら
し
の
ジ
ョ
ニ
ー
と
の
間
に
は
力
関
係
が
生
じ
る
が
、
両
者
の
関
係
性
の
中

に
対
話
の
上
で
の
力
関
係
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
そ

う
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
征
服
者
と
先
住
民
と
の
関
係
性
に
お
い
て
、
ツ
ヴ
ェ

タ
ン
・
ト
ド
ロ
フ
（T

zvetan Todorov, 1939–2017
）
の
新
大
陸
の
征
服
を

め
ぐ
る
議
論
は
、
征
服
側
の
ス
ペ
イ
ン
人
が
他
者
の
情
報
を
集
め
、
解
釈
を

行
い
、
理
解
す
る
と
い
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
支
配
し
え
た
と

い
う
こ
と
に
、
征
服
を
可
能
に
さ
せ
た
理
由
を
見
て
取
る
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
と

ジ
ョ
ニ
ー
と
の
や
り
と
り
に
お
い
て
も
そ
の
関
係
性
が
依
然
と
し
て
働
く
の

が
分
か
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
名
前
を
は
じ
め
、
一
方
的
に
ジ
ョ
ニ
ー
の
情
報

を
集
め
よ
う
と
す
る
―
出
身
地
（20, 22

）、
部
族
名
（21

）、
言
語
（21

）、

年
齢
（29–30

）
と
い
う
よ
う
に
。
し
か
し
、
一
方
で
彼
は
、
自
分
の
妻
や
子

ど
も
た
ち
の
名
を
明
か
そ
う
と
せ
ず
、「
関
係
の
な
い
こ
と
」（“none of your 

business” [13]; “not your concern” [34]; “L
eave m

y fam
ily out of this” 

[56]

）
と
し
て
、
家
族
を
巻
き
込
む
こ
と
を
拒
否
す
る
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
と
ジ
ョ
ニ
ー
と
の
間
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
が
文

字
や
写
真
を
通
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ジ
ョ

ニ
ー
が
持
ち
う
る
の
は
古
ぼ
け
た
写
真
の
よ
う
な
記
憶 

― 「
中
心
は
焦
点

が
合
い
鮮
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、周
り
が
ぼ
や
け
た
写
真
」（“old-tim

e 

photographs, w
here only the centre of the picture is clear and in focus and 

everything around it is funny” [19]

） 

―
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ジ
ョ
ー

ジ
の
オ
フ
ィ
ス
の
机
の
上
に
置
か
れ
た
家
族
の
写
真
は
、
写
真
裏
に
書
か
れ

た
名
前
と
と
も
に
、
形
の
あ
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ジ
ョ

ニ
ー
に
は
両
親
や
祖
母
、
弟
を
写
し
た
写
真
も
、
娘
を
写
し
た
写
真
も
な
い

（13, 53

）。

　

ジ
ョ
ニ
ー
と
の
個
人
的
関
与
を
避
け
よ
う
と
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
警
察
や

裁
判
所
、
病
院
、
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
公
の
機
関
に
電
話
を
か
け
て
対
処

し
て
も
ら
う
こ
と
を
再
三
口
に
し
（14–15, 20, 23, 42

）、
寄
宿
学
校
に
お

け
る
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
る
と
、
公
の
記
録
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ロ
イ

（John M
illoy, 1965–

）に
よ
る
報
告
書（A

 N
ational C

rim
e: T

he C
anadian 

G
overnm

ent and the R
esidential School System

, 1879–1986 , 1999

）を
読

む
よ
う
に
ジ
ョ
ニ
ー
に
勧
め
る
（27

）。
ま
た
、
一
九
九
三
年
の
ア
ン
グ
リ
カ

ン
教
会
の
公
式
謝
罪
の
様
子
を
写
し
た
写
真
ア
ル
バ
ム
を
見
せ
、
自
分
も
そ

の
中
に
写
っ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
（33

）。

　

一
方
の
ジ
ョ
ニ
ー
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
頭
の
中
で
反
復
さ
せ
て
記
憶

し
て
い
た
両
親
の
使
う
ク
リ
ー
の
言
葉
（4

）、
頭
に
残
る
家
族
写
真
（13

）、

寄
宿
学
校
に
お
い
て
褒
美
と
し
て
与
え
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ
（22

）、
就
寝
時

に
牧
師
が
口
ず
さ
ん
だ
ビ
ー
ト
ル
ズ
（T

he B
eatles

）
の
「
イ
エ
ス
タ
デ
イ
」

（"Y
esterday,” 1965

）
の
旋
律
（24

）
な
ど
の
形
の
な
い
記
憶
や
、
匂
い
や

音
楽
と
い
っ
た
感
覚
に
訴
え
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
記
憶
は
鮮

89



先住民寄宿学校制度に関する真実と和解 ― Ｄ・Ｈ・テイラーの『神とインディアン』

明
に
残
さ
れ
て
い
る
。

[. . .] som
e m

em
ories are crystal clear and solid. T

hings that, as m
uch as  

I try, as m
uch as I drink, as m

uch as I cry and bang m
y head against a brick 

w
all, w

on’t go aw
ay. T

hey’re like scars that sit on m
y m

ind, scars that 

can’t be rem
oved no m

atter w
hat. (18)

そ
れ
ら
の
記
憶
は
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り
、
ジ
ョ
ニ
ー
は
、
街
角
で
流
れ
る
「
イ

エ
ス
タ
デ
イ
」
の
旋
律
を
耳
に
し
て
は
冷
や
汗
を
か
き
、
呼
吸
困
難
に
陥
り
、

吐
き
も
ど
し
（24
）、
ま
た
、
恋
人
の
食
べ
た
オ
レ
ン
ジ
の
匂
い
や
リ
キ
ュ
ー

ル
の
オ
レ
ン
ジ
の
香
り
を
か
い
で
は
気
を
動
転
さ
せ
る
（75–76

）。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
記
憶
は
、「
証
拠
」（“proof” [41]

）
を
求
め
る
ジ
ョ
ー
ジ
に
示
す

こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、「
妄
想
」（“delusions” [19]

）
と
解
釈
さ
れ

う
る
も
の
で
も
あ
る
。
ジ
ョ
ニ
ー
と
と
も
に
寄
宿
学
校
に
行
き
、
結
核
で
亡

く
な
っ
た
弟
の
サ
ミ
ー
（Sam

m
y

）
は
、
学
校
の
生
徒
記
録
か
ら
抹
消
さ
れ
、

ジ
ョ
ニ
ー
の
記
憶
に
残
る
の
み
に
な
っ
て
い
る
（30–32

）。
ジ
ョ
ー
ジ
と
の

や
り
と
り
の
中
で
ジ
ョ
ニ
ー
に
で
き
う
る
こ
と
は
、
外
と
の
連
絡
を
絶
つ
た

め
に
、
電
話
の
コ
ー
ド
を
引
き
ち
ぎ
り
（24

）、
携
帯
電
話
を
隠
し
（21

）、

銃
を
向
け
る
（43–67

）
と
い
う
、
力
づ
く
の
抵
抗
に
す
ぎ
な
い
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
は
次
第
に
寄
宿
学
校
で
行
わ
れ
た
事
実
を
知
り
う
る
限
り
明
か

し
、
状
況
を
知
り
つ
つ
も
行
動
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
自
分
の
非
を
認
め
る
が
、

ジ
ョ
ニ
ー
が
ほ
の
め
か
す
性
的
虐
待
へ
の
積
極
的
関
与
は
否
定
し
続
け
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
ふ
た
り
の
牧
師
の
名
を
挙
げ
（37, 

68

）、
ジ
ョ
ニ
ー
の
記
憶
違
い
を
指
摘
し
、
彼
女
を
動
揺
さ
せ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ

の
発
言
は
終
始
客
観
的
正
確
さ
を
求
め
、
ジ
ョ
ニ
ー
に
真
実
が
ど
う
で
あ
る

の
か
を
求
め
る
。
し
か
し
、
先
住
民
や
ア
ジ
ア
系
の
女
性
の
物
語
を
め
ぐ
っ

て
、
批
評
家
の
ト
リ
ン
・
ミ
ン
ハ
（T

rinh T. M
inh-ha, 1952–

）
が
述
べ
た

よ
う
に
、「
真
実
は
論
理
で
筋
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」（"truth does 

not m
ake sense” [150]

）。
ジ
ョ
ニ
ー
に
で
き
る
の
は
、「
そ
う
語
る
べ
き
だ

と
彼
女
が
思
う
や
り
方
で
、
物
語
を
（
も
う
一
度
）
語
る
こ
と
だ
。
つ
ま

り
、（
彼
女
の
）
真
実
が
生
き
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
差
異
を
保
っ
て
お

く
こ
と
だ
」（“to (re-)tell the story as she thinks it should be told; in other 

w
ords, to m

aintain the difference that allow
s (her) truth to live on” [T

rinh 

150]

）。
ジ
ョ
ニ
ー
の
記
憶
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
に

罪
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
作
品
は
は
っ
き
り
と
示
さ

な
い
。
作
品
の
結
末
は
曖
昧
だ
。
ジ
ョ
ニ
ー
が
「
亡
霊
だ
と
、
言
っ
た
ろ
う
」

（“I’m
 a ghost, rem

em
ber?” [80]

）
と
言
い
残
し
て
オ
フ
ィ
ス
を
去
っ
た
後
、

ジ
ョ
ニ
ー
か
ら
受
け
取
っ
て
引
出
し
に
入
れ
た
は
ず
の
銃
が
な
く
な
っ
て
い

る
。
ジ
ョ
ー
ジ
の
夢
で
あ
る
の
か
、
前
日
の
酔
い
が
生
み
出
し
た
幻
覚
で
あ

る
の
か
、
ジ
ョ
ニ
ー
の
存
在
は
こ
こ
で
現
実
味
を
失
う
。
ジ
ョ
ニ
ー
は
、
関

係
者
も
し
く
は
当
事
者
と
し
て
の
ジ
ョ
ー
ジ
の
記
憶
な
い
し
は
罪
意
識
の
中

か
ら
作
り
出
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

ジ
ョ
ー
ジ
の
身
の
潔
白
を
証
明
す
る
論
理
は
そ
こ
で
崩
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

依
存
し
、
心
身
と
も
に
弱
っ
た
ジ
ョ
ニ
ー
の
勘
違
い
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
疑
い
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
へ
の
疑
義
に
置
き
換
え
ら
れ
る
可
能
性
を
生
み

出
す
。

　

作
品
の
終
盤
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ニ
ー
が
オ
フ
ィ
ス
を
去
る
直
前
に
、
補
償

金
や
謝
罪
の
言
葉
が
欲
し
い
の
で
は
な
く
（41

）、
自
分
の
話
が
本
当
で
あ
る

こ
と
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
（42

）
の
み
だ
と
す
る
ジ
ョ
ニ
ー
の
望
み
は
わ

ず
か
に
満
た
さ
れ
る
。
ジ
ョ
ニ
ー
が
祖
母
か
ら
聞
い
た
と
す
る
話
に
ジ
ョ
ー

ジ
は
初
め
て
耳
を
傾
け
、
ル
ー
シ
ー
（L

ucy

）
と
い
う
少
女
の
名
を
思
い
出

す
の
だ
。
両
者
の
力
関
係
に
生
じ
た
対
話
の
ず
れ
は
こ
こ
で
よ
う
や
く
重
な
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論　文

り
を
見
せ
、
ジ
ョ
ニ
ー
の
声
に
ジ
ョ
ー
ジ
が
応
え
る
瞬
間
を
か
す
か
に
生
み

出
す
。

Johnny: [. . .] I w
as taught w

hen G
od discovered he w

as alone, he created 

laughter. W
hen m

an discovered he w
as alone, he created tears. 

M
y granny told m

e that once, a long tim
e ago. M

aybe. W
ho 

rem
em

bers . . . 

G
eorge: T

hat . . . Johnny, I rem
em

ber som
ebody telling m

e that, too. A
 

long tim
e ago. I thought it w

as so beautiful. A
 young girl . . . her 

nam
e w

as . . . w
hat w

as it . . . L
ucy? (79)

Ⅳ　

お
わ
り
に

　

ド
リ
ュ
ー
・
ハ
イ
デ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
の
『
神
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
は
、
先

住
民
寄
宿
学
校
の
真
実
と
和
解
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
察
す
る
上
で
意
義
深
い

作
品
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
テ
イ
ラ
ー
は
、
寄
宿
学
校
の
テ
ー
マ
に
取

り
組
む
中
で
、
生
存
者
の
多
く
が
報
復
を
望
む
の
で
は
な
く
、
た
だ
耳
を
傾

け
て
話
を
信
じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
い
た
と
、

脚
本
の
前
書
き
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
作
品
中
の
ジ
ョ
ニ
ー
も
そ
う
で

あ
る
の
だ
と
伝
え
て
い
る
（G

I  viii–ix

）。

　

カ
ナ
ダ
真
実
和
解
委
員
会
の
報
告
に
は
偏
り
が
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る
。

「
真
実
」
や
「
和
解
」
と
い
う
用
語
の
適
正
さ
へ
の
批
判
も
、
カ
ナ
ダ
政
府
の

主
導
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
批
判
も
（S

lobodian

）、
寄
宿
学
校
の

経
験
ば
か
り
が
前
景
化
し
、
そ
の
他
の
問
題
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
危
険
性

も
、
過
去
の
事
例
の
み
を
探
り
、
現
在
と
の
因
果
関
係
が
十
分
に
立
証
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
批
判
も
、
加
害
者
側
の
証
言
を
十
分
に
含
ま
な
い
と
い
う

欠
陥
も
（R

ubenstein and C
lifton

）、
理
解
さ
れ
検
証
さ
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
テ
イ
ラ
ー
の
描
く
ジ
ョ
ニ
ー
を
鑑
み
れ
ば
、
真

実
探
求
の
困
難
さ
の
中
で
、
カ
ナ
ダ
真
実
和
解
委
員
会
の
持
ち
え
た
第
一
の

意
義
は
、
生
存
者
に
経
験
を
共
有
す
る
場
を
複
数
回
提
供
し
、
そ
の
声
に
耳

を
傾
け
た
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
先
住
民
の
過
去
と
現
在
を
め
ぐ
っ
て
カ
ナ
ダ
が
抱

え
る
課
題
は
依
然
と
し
て
多
い
。
カ
ナ
ダ
真
実
和
解
委
員
会
は
、
和
解
の
た

め
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
九
十
四
項
目
掲
げ
た
が
、
二
〇
一
九
年
一
月
三

日
現
在
で
、
十
項
目
は
解
決
済
み
で
あ
る
も
の
の
、
十
九
項
目
は
推
進
中
、

三
十
二
項
目
は
計
画
中
、
三
十
三
項
目
は
依
然
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（“B

eyond 94”

）。

　

カ
ナ
ダ
先
住
民
と
カ
ナ
ダ
政
府
の
取
り
組
み
に
は
今
後
も
注
視
が
必
要

だ
。
政
治
的
な
動
き
に
連
動
し
て
作
家
た
ち
が
何
を
書
い
て
い
く
の
か
、
私

た
ち
が
何
に
耳
を
傾
け
て
い
く
の
か
も
重
要
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
六
日
（
日
）
に
第
三
十
二
回
日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会

中
部
支
部
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
カ
ナ
ダ
文
学
の
『
今
』」（
於
名
城
大
学
名
駅
サ
テ
ラ
イ

ト
）
に
お
い
て
発
表
し
た
原
稿
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
） 

二
〇
〇
八
年
六
月
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ハ
ー
パ
ー
元
首
相
に
よ
る
公
式
謝
罪
に
先
立

ち
、
一
九
八
六
年
と
一
九
九
八
年
に
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
教
会
、
一
九
九
一
年
に
オ
ブ

レ
ー
ト
会
、
一
九
九
三
年
に
ア
ン
グ
リ
カ
ン
教
会
、
一
九
九
四
年
に
プ
レ
ス
ビ
タ
リ

ア
ン
教
会
が
寄
宿
学
校
の
元
生
徒
た
ち
に
対
し
謝
罪
を
表
明
し
た
。
カ
ナ
ダ
政
府

は
、
二
〇
〇
一
年
に
ア
ン
グ
リ
カ
ン
教
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
教

会
、
プ
レ
ス
ビ
タ
リ
ア
ン
教
会
と
補
償
の
交
渉
に
入
り
、
二
〇
〇
七
年
に
百
三
十

校
の
元
生
徒
八
万
人
に
十
九
憶
ド
ル
を
賠
償
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
二
〇
〇
九
年
、

ロ
ー
マ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
（Pope B

enedict X
V

I, 1927–

）
が
生
存
者
の
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代
表
に
対
し
て
悲
し
み
を
表
明
し
た
。
カ
ナ
ダ
真
実
和
解
委
員
会
が
掲
げ
た
九
十
四

の
解
決
す
べ
き
事
項
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
に
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ト
ル

ド
ー
首
相
（Justin T

rudeau, 1971–

）
は
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
（Pope Francis, 

1936–

）
に
公
式
謝
罪
を
求
め
た
が
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
、
不
正
は
認
め
つ
つ
も
、

フ
ラ
ン
シ
ス
個
人
が
謝
罪
を
表
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。

（
２
） 
カ
ナ
ダ
真
実
和
解
委
員
会
の
二
代
目
の
委
員
長
を
務
め
た
マ
レ
イ
・
シ
ン
ク
レ
ア

（M
urray Sinclair, 1951–

）
は
、
残
さ
れ
た
記
録
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
実
際
に

は
こ
の
数
の
五
～
十
倍
の
死
者
が
推
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
（“T

ruth”; M
oran

）。

（
３
） 

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で
の
演
劇
活
動
も
再
燃
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
劇
団

が
カ
ナ
ダ
の
劇
作
家
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
上
演
を
盛
ん
に
行
い
始
め

た
一
方
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
カ
ナ
ダ
で
は
、
先
住
民
に
よ
る
演
劇
活
動
は
落

ち
着
き
を
見
せ
、
以
前
ほ
ど
に
作
品
が
多
く
生
み
出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
（Taylor, “N

ative”

）。

（
４
） 

ク
リ
ー
の
年
長
者
ラ
イ
ル
・
ロ
ン
グ
ク
ロ
ウ
ズ
（Lyle L

ongclaw
s

）
に
よ
る
言
葉
で

あ
り
、
ト
ム
ソ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
『
ド
ラ
イ
リ
ッ
プ
ス
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
お
い

て
引
用
し
た
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
５
） W

D
-40

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
プ
レ
ー
式
潤
滑
剤
で
あ
る
。
機
械
な
ど
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

や
ヒ
ン
ジ
へ
の
注
油
、
汚
れ
の
除
去
、
堅
い
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
の
締
結
力
緩
和
、
錆
や

湿
気
の
防
止
な
ど
の
た
め
に
、
一
般
家
庭
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
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